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○通行止めを伴う道路被災箇所数

令和２年７月豪雨以降の整備局管内の道路被災の状況

○ 広範囲にわたる豪雨により、九州一円で
通行止めを伴う道路被災が発生
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高速自動車道路 ： ５３箇所

直轄国道 ： ３６箇所

補助国道 ： ６９箇所

地方道 ：２７６箇所

合計 ：４３４箇所

※令和２年７月４日～９月３日までの累計箇所数

大分県日田地方

熊本県球磨地方

○特に、令和２年７月豪雨では、大分県

日田地方、熊本県球磨地方で大規模な

災害が発生

ひ た

く ま

ひ た く ま

：高規格幹線道路

：直轄国道

：補助国道

：地方道

高規格幹線道路 高規格幹線道路



■大雨特別警報：7月6日 16時30分 発表
(福岡県)大牟田市・八女市・みやま市・広川町
(佐賀県)武雄市・鹿島市・嬉野市・白石町・太良町
(長崎県)長崎市・諫早市・大村市・西海市・長与町 等

■記録的短時間大雨情報：計11回発表
(佐賀県)7/6 15:30 鹿島市付近・嬉野市付近 約110mm
(長崎県) 15:20 大村市付近 約110mm

15:30 東彼杵町付近 約110mm
(熊本県)7/7 05:30 山鹿市付近 約110mm

06:00 小国町付近 約110mm
7/8 01:00 高森町付近 約110mm

01:20 高森町付近 120mm以上
(大分県)7/7 06:00 日田市中津江及び天瀬・玖珠町付近 約110mm

7/8 01:20 竹田市竹田付近 約110mm
01:30 豊後大野市緒方付近 約110mm

(宮崎県)7/6 07:10 串間市付近 約120mm

■大雨特別警報：7月4日 04時50分 発表
(熊 本 県)天草芦北地方・球磨地方・宇城八代
(鹿児島県)長島町・出水市・阿久根市・伊佐市

■記録的短時間大雨情報：熊本県内計６回発表
7/4 03:20 芦北町付近 約110mm

03:30 八代市付近 約120mm
八代市坂本町付近・球磨村付近 約110mm

03:30 芦北町付近 120mm以上
天草市御所浦付近・津奈木町付近 約110mm

06:00 芦北町付近 約110mm
06:30 芦北町付近 120mm以上

球磨村付近 約110mm
08:30 人吉市付近・球磨村付近・あさぎり町付近 約110mm

令和２年７月豪雨［気象・降雨の概要］

○ 梅雨前線が九州付近に停滞し、7月3日～4日は熊本県と鹿児島県で、6日～8日には九州北部の
広い範囲で記録的大雨

7月4日 03時

7月6日 15時
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令和２年７月豪雨［（熊本県）球磨川沿線道路の被害状況］

④路体流出

②路体流出 ③土砂流出

道路被災箇所図

①路体流出

⑤軌道損壊 ⑥路体流出

⑦土砂流出 ⑧土砂流出 ⑨路体流出
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令和２年７月豪雨［（熊本県）球磨川沿線橋梁の被災状況］
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球磨川沿線道路で１０橋が流出。橋梁被災箇所図

219
深水橋 坂本橋 鎌瀬橋

神瀬橋 松本橋

相良橋 沖鶴橋 天狗橋 西瀬橋

大瀬橋

深水橋

坂本橋

沖鶴橋

西瀬橋

松本橋

相良橋

大瀬橋

鎌瀬橋

葉木橋

神瀬橋

天狗橋

ふかみ ばし さかもと ば
し

こうのせ はし

かませ ばし

おおせ ばし まつもと ばし

さがら ばし おきつる はし てんぐ ばし にしぜ ばし



令和２年７月豪雨［（大分県）道路の被災状況（国道210号）］

ゆふいん
道の駅

慈恩の滝くす

道の駅

大分市

大分自動車道（杷木ＩＣ～湯布院ＩＣ）
代替路（無料）措置 7/8～8/17まで実施

国土地理院地図

大分県日田市（６１ｋ２００）
7/9撮影

大分県九重町（８６ｋ３００）
7/7撮影

由布市湯布院町川西（１００ｋ０００）
7/8撮影

大分県日田市（５２ｋ３００）
7/8撮影

被災箇所

8/17解除区間
延長約 1.0km

【上り線：法面崩壊】
一車線規制で開放

【上り線：法面崩壊】
下り線を利用し
対面通行で開放

7/13解除区間
延長約 17.4km

7/13解除区間
延長約 10.0km

7/17解除区間
延長約 9.6km

7/17解除区間
延長約 9.0km

○ 大分県日田市～由布市間で、５７箇所で道路被災（冠水被害含む）
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E3A

水俣ＩＣ

日奈久IC

E3A南九州西回り自動車道
（日奈久IC～水俣IC）
7月4日3時00分上下線通行止
7月4日13時30分通行止め解除

道路被災（通行止め）

道路被災（復旧済み）

通行止め解除区間（南九州西回り自動車道）

E3A

至 八代

至 水俣

約１０時間後
八代～水俣間交通確保

令和２年７月豪雨における交通機能確保

■ 九州自動車道では、土砂崩れなどにより大規模な通行止めが発生したが、４車線区間であったことから、被害
のない車線を活用し、早期に交通開放するなど、緊急車両や救援物資等の輸送機能を速やかに確保。

■ 八代～水俣間では、急峻な山地を通過する国道３号が大規模斜面崩落により通行止めとなったが、南九州西回
り自動車道とダブルネットワークが形成されていたことから、高速道路を活用することで交通機能を確保。

【４車線区間の早期交通開放】 【ダブルネットワークによる交通機能確保】

国道３号 佐敷トンネル起点坑口付近

並行する南九州西回り自動車道（E3A）により約１０時間後に八代
から水俣間の交通確保

20m

120m
至：熊本市

至：鹿児島市 3

※国道3号は7/4～7/18の14日間通行止め

E3A

（鎌瀬橋流失）

（相良橋流失）

（西瀬橋流失）

（麓橋流失）

（天狗橋流失）

（沖鶴橋流失）

（松本橋流失）

（大瀬橋流失）

（神瀬橋流失）

（丸岩橋流失）

（永椎橋流失）

（糸原橋流失）

溝辺鹿児島空港ＩＣ

E10
えびのＪＣＴ

（坂本橋流失）

（深水橋流失）

横川ＩＣ

E3

E3

人吉ＩＣ

約１０時間後
緊急車両通行確保

約１８時間後
上下線交通確保

約２０時間後
上下線交通確保

E3九州自動車道（八代JCT～人吉IC）
7月4日 4時52分 上下線通行止め
7月4日15時30分 下り線通行止め解除

（上り線は緊急車両の通行確保）
7月4日22時30分 上り線通行止め解除

八代ＪＣＴ

E3九州自動車道
（横川IC～溝辺鹿児島空港IC）
7月3日22時47分上下線通行止め
7月4日6時52分下り線通行止め解除
7月4日17時55分上下線通行止め解除

：高速自動車国道（４車線）

九州自動車道 肥後トンネル内（上り）

片側２車線４車線の区間であるため、冠水の無い車線を活用して、約
１０時間後に緊急車両の通行確保、約１８時間後に上下線を交通確保

九州自動車道（横川IC～溝辺鹿児島空港IC）

４車線の区間であるため、下り線を約８時間後に交通解放し、約
２０時間後に上下線の交通確保

延長約30m、約400m3流出
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杷木ＩＣ

日田ＩＣ

天瀬高塚ＩＣ

玖珠ＩＣ

九重ＩＣ
湯布院ＩＣ

由布岳SＩＣ

日出JCT

安心院IC
大分農業
文化公園IC

速見ＩＣ

別府湾SIC

別府ＩＣ

大分自動車道（杷木IC～湯布院IC）代替路（無料）措置区間 L=60.5km

7/8（水）12:00～8/17（月）7:00 7/10（金）12:00
～8/17（月）7:00

大分県日田市（６１ｋ２００）
7/9撮影

■ 大分自動車道では、大規模な土砂崩れなどにより通行止めが発生したが、４車線区間であった
ことから、下り線を活用し、早期の交通確保ができた。

■杷木～湯布院間では、国道２１０号が車道崩壊により通行止めとなったが、大分自動車道とダブ
ルネットワークが形成されていたことから、高速道路を活用することで交通機能を確保。

約３日後
対面通行交通確保

E34大分自動車道
（九重IC～湯布院IC）
7月 7日 3時22分上下線通行止め
7月 7日11時40分被災箇所確認
7月10日12時00分対面通行開始

（下り線活用）
8月 8日 上下線交通確保

至）大分

至）鳥栖

対面通行切替時至）大分

至）鳥栖

令和２年７月豪雨における交通機能確保
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は き ゆ ふ いん

は き ゆ ふ いん

高速道路（無料区間）

高速道路（有料区間）

被災箇所

凡例

上り線下り線



切土のり面崩落 約8,000ｍ3<幅約50ｍ×高さ約16ｍ×深さ約１0ｍ>

● 通行止め開始
● 発災確認
● 通行止め解除

至）北九州

至）大分

被災状況

平成30年 7月6日 4時15分
平成30年 7月6日 17時40分頃
平成30年 8月8日 15時00分

盛土のり面崩落 約2,000ｍ3 <幅約30ｍ×斜面約50ｍ>

● 通行止め開始
● 発災確認
● 対面通行切り替え（交通開放）

● ４車線確保

令和2年 7月 7日 3時22分
令和2年 7月 7日 11時40分
令和2年 7月10日 12時00分
令和2年 8月 8日

至）大分

至）鳥栖

約３日後に
対面通行確保

交通解放に
約１ヶ月間

対面通行切替時

被災状況

<対面通行切り替え>

◆４車線区間 大分自動車道 九重～湯布院

■大分自動車道では、大規模な法面崩壊により大規模な通行止めが発生したが、４車線区間であったことから、
被害のない車線を活用し、早期に交通開放するなど、緊急車両や救援物資等の輸送機能を速やかに確保。

■２車線区間では約１ヶ月全面通行止め（H30）に対して、４車線区間では約３日間で対面通行切り替えが可能に。

◆２車線区間 東九州道 椎田南～豊前 ◆４車線区間 大分自動車道 九重～湯布院

令和２年７月豪雨における交通機能確保
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しい だ みなみ ぶ ぜん ここのえ ゆ ふ いん

ここのえ ゆ ふ いん

上り線下り線

鳥
栖
方
面

大
分
方
面



■ 加治木～鹿児島間では、国道１０号竜ヶ水地区を豪雨による事前通行規制していたが、九州縦

貫自動車道とダブルネットワークが形成されていたことから、高速道路を活用することで交通

機能を確保。

令和元年７月豪雨における交通機能確保
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加治木IC

加治木JCT

隼人西IC

隼人東IC

桜島SIC姶良IC

薩摩吉田IC

鹿児島北IC

鹿児島IC

国道10号
事前通行規制区間

R10（L=11km）
7月 3日 12時00分上下線通行止め
7月 3日 19時00分発災確認
7月 5日 11時00分通行止め解除

九州縦貫自動車道（加治木IC～鹿児島IC）
代替路（無料）措置区間

L=29km
［7/3 12:00 ～ 7/5 11:00］

か じ き か ご しま

か じ き か ご しま

りゅう が みず
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高速道路（無料区間）

高速道路（有料区間）

被災箇所

凡例



11

令和元年７月豪雨における交通機能確保

■九州縦貫自動車道（溝辺鹿児島空港IC～加治木IC）では、大規模な法面崩壊により大規模な通行止めが発
生したが、４車線区間であったことから、比較的に被害の少ない上り車線を活用し、早期に交通開放するな
ど、交通機能を確保。

◆４車線区間 九州縦貫自動車道 溝辺鹿児島空港IC～加治木IC

土砂崩落 <幅 約30m × 高さ 約3m×奥行 約30m>

加治木IC

加治木JCT

隼人西IC

溝辺鹿児島空港IC

● 通行止め開始
令和元年7月3日 18時18分

● 発災確認
令和元年7月4日 2時16分

● 対面通行開始
令和元年7月6日 6時00分
（上り線活用）

●４車線での通行確保
令和元年7月 29日 6時00分

福岡方面

鹿児島方面

鹿屋方面

上り線 下り線

対面交通確保：令和元年7月6日～
（※上り線を活用）

みぞ べ か ご しま か じ き

みぞ べ か ご しま か じ き

約2日後
対面通行交通確保

通
行
止
め
区
間
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■ 佐賀大和～嬉野間では、国道３４号、３５号が車道冠水により通行止めとなったが、同時に被災した長崎自動

車道の武雄JCTでは、ランプを活用した車線運用と４車線区間を活用し、早期に交通解放ができ、ダブルネッ

トワークが形成されていたことから、高速道路を活用することで交通機能を確保。

令和元年８月の梅雨前線に伴う大雨における交通機能確保
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佐賀大和IC

東背振IC

小城SIC

多久IC

武雄北方IC

武雄JCT

嬉野IC

長崎自動車道（佐賀大和IC～嬉野IC）代替路（無料）措置区間 L=42km

鳥栖JCT鳥栖IC

国道34号、35号
冠水通行止め区間

写真① 写真②

R34、R35（L=24km）
8月28日 7時00分上下線通行止め
8月29日17時00分通行止め解除

約13日後
対面通行による一般交通確保
E34長崎自動車道
（武雄北方IC～嬉野IC）
8月27日17時00分上下線通行止め
8月28日 6時30分被災箇所確認
8月28日21時30分対面通行開始［緊急交通確保］

（武雄JCTランプ活用）
9月10日 7時00分対面通行開始［一般交通確保］

（上り線活用）
［令和2年］
7月8日 7時00分４車線交通確保

［8/28 21:30 ～ 8/29 18:00］

さ が やまと うれしの

たけ お

高速道路（無料区間）

高速道路（有料区間）

被災箇所

凡例

上り線下り線上り線下り線



長
崎
道

嬉
野

I

C

武
雄
北
方

I

C

上り線

下り線

武雄南料金所

西九州道

【災害箇所】

（上り線)

（下り線)

長
崎
道

嬉
野

I

C

武
雄
北
方

I

C

武雄南料金所

西九州道

災害

箇所

下り線

上り線
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令和元年８月の梅雨前線に伴う大雨における交通機能確保

■長崎自動車道では、大規模な地滑りにより通行止めが発生したが、４車線区間であったことから、比較的被
害の小さかった上り線側の車線を活用し、早期に交通開放するなど、交通機能を確保。

緊急交通路確保：令和元年8月28日～令和元年9月10日
（※武雄JCTのﾗﾝﾌﾟを活用）

〇対面通行：令和元年9月10日～令和2年6月8日
（※上り線を活用）

長
崎
道

嬉
野

I

C

武
雄
北
方

I

C

武雄南料金所

西九州道

災害

箇所

下り線

上り線

（上り線) 一般車両

（下り線) 緊急車両

【災害箇所】

長
崎
道

嬉
野

I

C

武
雄
北
方

I

C

上り線

下り線

武雄南料金所

西九州道

長
崎
道

嬉
野

I

C

武
雄
北
方

I

C

上り線

下り線

武雄南料金所

西九州道

長
崎
道

嬉
野

I

C

武
雄
北
方

I

C

上り線

下り線

武雄南料金所

西九州道

佐世保方面

◆４車線区間 長崎自動車道 武雄北方IC～嬉野IC

地滑り <縦 約170ｍ×高さ 約60ｍ>

路面隆起 約1m、横移動 約2m

● 通行止め開始
令和元年8月27日 17時00分

● 発災確認
令和元年8月28日 6時30分

● 対面通行開始（緊急交通確保）
令和元年8月28日 21時30分
（武雄JCTランプ活用）

● 対面通行開始（一般交通確保）
令和元年9月10日 7時00分
（上り線活用）

●４車線での通行確保
令和2年7月 8日 7時00分

たけ お きた かた うれしの

上り線下り線



物流と災害時における道路ネットワークについて
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国道3号 国道201号 九州縦貫道

平均トリップ長（全車） 平均トリップ長（大型車）

大型車混入率

○福岡県北部地域は、自動車産業を中心に工業生産が盛んな地域

○その地域を東西に結ぶ、九州縦貫道、国道3号、国道201号は自動車産業など多くの物流交通を支えている道路

○物流が多い当該地域において、九州縦貫道や国道3号、国道201号といった規格の高い道路を整備することで、平
常時・災害時においても止まらない物流を実現

■自動車産業におけるサプライチェーン（イメージ）

■東西幹線道路のトリップ特性

■福岡県北部地域の企業へのヒアリング結果

系列部品
メーカー下請け

⾞両組⽴
⼯場

系列
販売店

港

■福岡県北部地域の主な物流（イメージ）

国道3号・国道201号・九州縦貫道等を利用

○被災時は、被害支援物資を運ぶ路線の兼ね合いを見ながら、規格の高い道路から利用を想定。（自動車メーカー）

○災害時に一時的に道路が使えなくなることはあっても、代替路は確保されると理解している。（自動車メーカー）

○工場の立地計画の際に、規格の高い道路が多数利用できることを考慮して苅田町へ進出した。（自動車メーカー)

完成自動車
出荷

苅田港

Ｎ

物流の特性に応じた

道路サービスを提供

31km
49km

36km
53km

175km

239km

部品輸送

自動車部品
輸入

博多港

Ｅ3

自動車部品
製造拠点

自動車組立
工場拠点 大

型
車
混
入
率
（
%
）

12.8%

17.3%

27.7%

平
均
ト
リ
ッ
プ
長
（

）

km

自動車組立
工場拠点
（最終組立）

完成自動車
出荷

宮田SIC付近

至福岡市

至北九州市



九州地方の多様な災害リスク ＜台風・豪雨・火山噴火＞

0
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1,000

1,500

2,000
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3,000

全国平均 九州全体

全国平均

九州全体

■降水量（年平均降水量）

全国
平均

全国平均
約1.3倍

1,718 2,299

九州
全体
平均

※出典：令和元年版日本の水資源の現況（1981～2015年の平均値）

（mm）

■活発な火山活動

・噴火警戒レベル２以上の火山

全国７火山のうち、

５火山が九州

（Ｒ２.９.２８現在）

※参考 レベル２(火口周辺規制) レベル３(入山規制)

霧島山（新燃岳）噴火状況（H30.3.10撮影)

※出典：気象庁HP

桜島
レベル３

口永良部島
レベル３

浅間山
レベル２

諏訪之瀬島
レベル２

薩摩硫黄島
レベル２

新燃岳
レベル２

草津白根山
レベル２

■地域別台風上陸回数（H13.1～R01.10）
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中国・四国

近畿

北陸・中部

関東

東北

北海道
960hpa未満

960～990hpa未満

990hpa以上

※上陸時の気圧

※出典：気象庁HP（一部速報値を使
用）
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九州地方の多様な災害リスク ＜短時間の大雨＞

我が国における短時間豪雨の増加傾向は、地球温暖化が関連している可能性が指摘されているが、観測期間が
短いことから、地球温暖化との関連性をより確実に評価するためには今後のさらなるデータの蓄積が必要。

約1.4倍に増加
近年、非常に激しい雨が増加傾向

15



防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策について

＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月国土交通省道路局・都市局）より＞
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防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策について
＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月国土交通省道路局・都市局）より＞
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防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策の整備効果

18

対策前

［平成30年7月豪雨］

○7月7日の日合計降水量169mm、時間最大降水量

43mmを観測。

○第一次緊急輸送道路である国道220号垂水市本城地区

において、冠水被害が発生。

対策後

［令和2年7月豪雨］

○３か年緊急対策に基づき、排水構造物設置工等の冠水

対策を実施

○7月6日の日合計降水量183mm、時間最大降水量

78mmを観測したが、冠水発生なし。

宮崎県

熊本県

鹿児島県

国道220号
垂水市
本城地区

（令和2年7月6日降雨時）

大雨による冠水で、道路機能の低下

３か年緊急対策で、冠水被害を解消し、
重要インフラである

国道220号の道路機能を維持

（平成30年7月7日降雨時）

たる みず ほんじょう

至 霧島市

至 鹿屋市

至 霧島市

至 鹿屋市



宮崎県

熊本県

鹿児島県

防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策の整備効果

19

国道220号
日南市
宮浦地区

法面・盛土対策、越波、耐震補強等、特に緊急に実施すべき対策を集中的に実施。

（モルタル吹付の剥離）

対策前法
面
・
盛
土
対
策

越
波
対
策

耐
震
補
強

対策前

対策前

福岡県

佐賀県

長崎県

大分県

熊本県

宮崎県

宮崎県

熊本県

鹿児島県

国道57号
宇土市
長浜地区

国道10号
日向大橋

対策後

対策後

対策後

法面吹付工、落石防止網工による対策実施

橋脚巻立て等による対策実施

堤防嵩上げによる対策実施



防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策の整備効果

21

整備前

○年平均約16時間、約1.75回の通行止めが発生。

○通行止め時に伊比井地区の孤立（104世帯、200人）と日南市中心部方面の

通勤通学が出来ない状況が発生。

○異常気象時事前通行規制区間 L=4.5km

整備後

○令和２年８月末までに事前通行規制基準雨量（連続雨量170mm）を超過し

た大雨が５回発生したが、トンネル区間では通行止めは実施していない。

○伊比井地区の孤立と通勤通学への影響も発生していない。

○異常気象時通行規制区間の縮小に向け手続き中（L=1.8km短縮）

After:

令和２年４月トンネル開通後

日南防災(北区間)通行止め時間及び通行止め回数

通
行
止
め
時
間

※事前通行規制、災害による通行止めを集計
資料：国道220号通行規制データ(宮崎河川国道事務所資料)

（ ）内は回数年平均約16時間（約1.75回）
の通行止めが発生

(時間/年)

(2)
(3)

(1)

(0)

(2)
(2)

(2)

(0)

(1)

(3)

(2)

(3)

16

伊比井地区（104世帯、200人）

宮崎県

熊本県

鹿児島県

日南防災
（北区間）

日
向
灘

20

規制区間
1.8km短縮

い び い



骨太の方針2020について

「経済財政運営と改革の基本方針2020」（令和２年７月17日閣議決定）＜抜粋＞

第２章 国民の生命・生活・雇用・事業を守り抜く

２．防災・減災、国土強靱化－激甚化・頻発化する災害への対応

（前略）昨年の台風災害や令和２年７月豪雨も教訓に、長期停電や通信障害などを防ぐ無電柱化をはじめとし

た電気・水道等のインフラ・ライフラインや道路・鉄道ネットワークの耐災害性強化、大規模広域避難・要配

慮者避難や中小河川も含めた浸水リスク情報の充実、学校等の防災機能強化など避難対策の強化、森林整備・

治山対策、インフラ老朽化対策等を加速する（中略）

2020 年度までの「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」を集中的に実施するとともに、その

実施状況を踏まえ、国土強靱化の取組の加速化・深化を図る。３か年緊急対策後も、中長期的視点に立って具

体的KPI（数値）目標を掲げ計画的に取り組むため、国土強靱化基本計画に基づき、必要・十分な予算を確保

し、オールジャパンで対策を進め、国家百年の大計として、災害に屈しない国土づくりを進める。（後略）

＜参考＞長期間にわたる通行止めの発生

熊本県道 深水橋
令和２年７月豪雨

３ヶ月以上の通行止め

国道20号 法雲寺橋
令和元年台風19号

１ヶ月半の通行止め

国道41号
令和２年７月豪雨

１ヶ月半の通行止め
21



国土幹線道路部会 中間とりまとめについて

社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会

持続可能な国土幹線道路システムの構築に向けた取組 中間とりまとめ（令和２年９月25日）＜抜粋＞

３．ポストコロナ時代を見据えて加速すべき具体的な取組

（３）あらゆる取組を支えるネットワーク機能の確保

１）強靭で信頼性の高いネットワークの構築による安全・安心な社会の実現 ～災害時に「被災する道路」から

「救援する強靭道路」へ転換～

・近年の激甚化・頻発化する災害に鑑み、被災後もすぐに機能する、新たな防災道路ネットワークの考え方

を本格導入すべきである。

・その際、災害からの迅速な復旧と、早期の日常生活・経済活動の再開の両面から新たな目標を設定する必

要がある。

・具体的には、第三者意見も踏まえつつ、高規格幹線道路等と並行する直轄国道を組み合わせたネットワー

クの緊急点検を行い、ミッシングリンクの解消、暫定2車線区間の4車線化、ダブルネットワーク化等を推進

すべきである。（後略）

高規格道路：４車線高規格道路：未整備

一般道（直轄国道）一般道（直轄国道）
防災課題箇所

～災害に脆弱な道路ネットワーク～ ～災害に強い国土幹線道路ネットワーク～

・ミッシングリンクの解消

・暫定２車線区間の４車線化

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ化（一般道の防災課題解消）

【必要な取組】

22
（注）高規格道路については、高規格幹線道路、地域高規格道路（計画路線）、その他計画段階評価等の調査が進捗している路線等をベースに選定



令和３年度道路関係予算概算要求について
＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月国土交通省道路局・都市局）より＞

23



令和３年度道路関係予算概算要求について

令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）＜抜粋＞

Ⅲ 要求概要

３ 防災・減災、国土強靱化に向けた中長期プログラムの策定について

近年の激甚化・頻発化・広域化する災害や、急速に進む施設の老朽化等に対応するべく、

災害に屈しない強靱な道路ネットワークを構築するため、中長期的な抜本対策を含めて、

防災・減災、国土強靱化の取組の加速化・深化を図る必要があります。

このため、災害からの迅速な復旧と、早期の日常生活・経済活動の再開の両面から新た

な目標を設定し、高規格幹線道路等と並行する直轄国道を組み合わせた新たなネットワー

クの考え方の導入、緊急点検を行った上で、ミッシングリンクの解消、暫定２車線区間の

４車線化、ダブルネットワーク化等を推進するとともに、ライフサイクルコストの低減や

持続可能な維持管理を実現する予防保全による道路メンテナンスへの転換に計画的に取り

組むため、中長期プログラムを策定します。

＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月国土交通省道路局・都市局）より＞
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